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   Using various nuclei, observations were made on formation of calculi. The resuls 

are summarized as follows. 

   1) In vitro experiments proved to produce stones by dipping nuclei into urine. The 

nuclei dipped in urine of patients with urolithiasis crystallized salt more markedly than in 

urine of normal subjects. 

   2) In vivo studies of foreign body bladder stone showed that crystallization varied 

with nature of the used nuclei. Crystallization was hardly occured especially with sili-

conized nuclei. As sex difference, male animals produced larger and more crystalline 

calculi than females, of which cause was supposed to be attributed to anatomical difference 

the lower urinary tract. In addition, increase in urinary stream was proved to act as 

inhibition of calculus formation.

緒 言

尿石症の成因に関する実験的研究としては第

1編 においても考察を行なった様に多岐にわた

る種々の方法が述べ られている.私 は前編では

特にVitaminD,穆i酸,CarbonicAnhydrase

Inhibitorの 投与によって腎に石灰沈着を形成

し,そ の機序について生化学酌ならびに組織化

学的な研究を行ない,結 石の核形成 との関連性

において若干の考察を加えた.さ らに本編では

形成 された核が如何なる過程によって結石まで

成育するかとの点について基礎的研究を行なっ

たので報告する.

まずinvitroに おいてラッ ト尿,正 常人尿,

尿石尿の中に各種の核を浸漬 して,核 表面の結

晶付着状態,結 石成育の様相を観察 して,各 尿

に お け る各種 核 の 成 績 を 比 較 検 討 した と こ ろ特

に核 物 質表 面 の性 状 と結 石 発 育 との 間 に 興 味 あ

る結 果 を 見 出 した.ま た 正 常 人 尿 と尿 石 尿 との

間 に も明 らか な 相 違 が み とめ られ た.

つ いで ラ ッ ト膀 胱 内 に異 物 を 挿 入 し てin

vivOに お け る結 石 形 成実 験 を行 な い,核 の 特

異 性,性 別,尿 量,感 染 な どに よ る影 響 に つ い

て検 討 を 加 え て興 味 あ る結 果 を え た.ま た 実 験

方 法 に つ い て もVermeulen法 に 若 干 の 改 良 を

加 え た ので 併 せ て報 告 す る.

実 験1invitroに おけ る尿 内 異 物

浸 漬 に よ る結 石 形 成 実験

実験材料お よび実験方法

aラ ッ ト尿内浸漬実験

体 重150～2009の ウィスター系雄性 ラッ トを 日本
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配合飼料社製飼育用飼料CLEACE-2に て飼育 し,

水分は 自由摂取 とした尿を採尿器(飼 育器 の下に採尿

瓶を と りつけたもの)に て採尿し,防 腐剤 として トル

エソを数滴加えた尿 を集積 して使 用 し,異 物 としては

亜鉛 円板を用い,次 の3群 にわけて実験 した,

i)直 径約3mm,厚 さ1mm,重 量約60mgの 亜

鉛円板5個 を上記尿25mlを ビーカーに入れ尿中に浸

漬した もの.

ii)同 上の亜鉛 円板 にシ リコーソ油にて 表 面 加 工

Siliconizationし た ものをi)と 同様尿中に浸漬した.

シ リコーソ加工法はシ リコーン油にキシ レンを加えて

10%シ リコP・ソ溶液 とし,こ の溶 液中に加工物を浸し

60℃ 鱒卵器中にて乾燥 した,

iii)上 記尿を蒸留水にて2倍 に うすめ50mlと し,

その中にシ リコーン加工を行なわ ない亜鉛円板を浸漬

した もの.

以上いずれ も室温(約20℃)に 置き,毎 日尿を交

換 し,浸 漬核 に対す る結晶沈着状態 を逐 日観察 した,

b.正 常人尿,尿 石尿内浸漬実験

京大泌尿器科教室員 よ りえ られ た正常人尿 と,泌 尿

器科入院尿石患者 よ りえられた尿石尿 とを使用 した.

各資料 とも1日 の尿量1,000～1,500ml,pH約6.2～

6.8で,尿 中カルシウム,燐1日 量が正常範囲の もの

を使用 した.尿 石尿 としては尿石成分が蔭酸塩 よりな

るものを選び,主 として肉眼的に血膿尿をみ とめない

手術前の尿を使用 した.一 部は術後の もの も用いられ

た.実 験観察 が比較的長期にわた ったので,両 尿 とも

必ず しも同一症例の尿のみ とはか ぎらなか った,

上記正常木尿お よび尿石尿を各 々500mlづ っ ビー

カーに とり,こ れに トルエンを数m1加 えた ものに異

物核 として適当な大 きさの亜鉛板,綿 糸,絹 糸,人 尿

管 石,人 膀胱石,ネ ラ トソゴム,ポ リエチ レソ管を両

尿中に浸漬 した,ビJ-一カーは 口に栓をして37。C艀 卵

器中に置 き,尿 は1～2日 毎に交換 し,浸 潰核に対 す

る結 晶沈着状態を1カ 月毎に核をデシケータにて乾燥

後 重量測定 し観察した.

なお尿pH測 定は 島津pHメ ー ター,Ca測 定は

EDTAに よるキ レー ト滴 定 法,燐 測 定 はFiske

Subbarow法,結 石成分定性は 日本分光機に よる赤

外分光分析法に よった.

実験成績

a,ラ ッ ト尿に よる実験では24時 間後には ビーカー

底 に白色結晶の沈澱 をみたが,i)ii)iii)と もに核

には全 く変化を認めない.7日 後,14日 後,21日 後 も

肉眼的には殆 ん ど各種核 とも変化を認めない,約30日

頃 よ りi)の 亜鉛円板表面に白色の徴細結晶状の沈着

をみた.し か しii),iii)に は結 晶状の沈着は全 く認

め られ なか った.そ の後i)の 亜 鉛円板 には結晶状の

沈着物 が著 明に増加 し,40日 後をこは結石 と考え られ る

程度の結晶沈着を認め るにいた った.

ii)の シ リコーソ加工した ものお よびiii)の2倍 稀

釈 した ものでは40日 の観察で も結晶沈着は全 く認め ら

れなか った(図1)

b,約1ヵ 月頃 よ り正常人尿,尿 石尿 ともに茶褐色

泥状の沈着物 を認め,3カ 月頃 までは同程度に沈着量

を増す のみ で,両 者間に殆ん ど重量の差を認めなかっ

た,

核 の種類別 にみ ると,亜 鉛は両者 ともに殆んど沈着

を認 めず,5カ 月にわた る観察に よって も殆 んど重量

に変動はな く,む しろ重量減少の傾向 さえ見られた,

綿糸,絹 糸には結晶沈着が著明で特に2ヵ 月以降では

重量 の増加が急速 とな り,か つ尿石尿においてその傾

向が著 しか った.そ の他の尿管石,膀 胱石,ゴ ム,ポ

リエチ レソは亜鉛 と糸 との中間の態度を示した.す な

わ ち4～5カ 月 よ り肉眼的にみて尿石尿の方 に白色の

結 晶の沈着を認め る様にな り,亜 鉛を除いてすべての

核に尿石尿の方に同程度の沈着を認めた.そ の代表的

な核の重量増加を図2に 示す.5カ 月後 の結石の外観

を示す と図3の ごとく尿石 尿では明 らかに塩 の析出傾

向が強 くみ られた.沈 着塩 を分析 した結果,尿 石尿で

は蔭酸 カル シウム+燐 酸カルシ ウムの混合物であ り,

これは一般の尿石に最 もよくみ られる成分 と同じであ

つた.一 方正常尿における結 晶は燐 酸カルシウムであ

った(表1)

実験2各 種核,各 種条件下における

ラツト膀胱内異物結石形成実験

実験材料 および実験方法

a .膀 胱 内異物結石 と核の特異性について

体 重150～2009の ウィス ター 系雄性 ラヅ トを

CLEACE-2飼 料で飼 育し,自 由飲水 とした.

核 として約3mm径 の亜鉛 円板,シ リコーソ加工 し

た亜鉛 円板(前 述),同 様の大 きさのネラ トンゴム,シ リ

コー ソ加工 ゴムを使用 した.各 核 ごとに30匹 の ラツト

を使用 した.こ れ らの核を膀胱内に挿入 し,40日 後に

屠殺して結石重量お よび細菌感染の有無を調べた.感

染のあ った ものは除外 した.な お結石重量は生 じた結

石をデシケーター中にて乾燥 した後TorsionBalance

にて重量 を測定 し,核 の重量を差引いた値 とした,

膀胱内異物挿 入法 としては,は じめVermeulenら

の方法112》を主 として行な った.す なわ ち下腹部正中

切 開にて経腹膜的に膀胱に達 し,膀 胱前壁 よ り頂部に
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表1正 常尿お よび尿石尿に よる試験管内異物 浸漬核の種類お よび重量 の推移(mg)

謎
Zn

尿 管 結 石

膀 胱 結 石

ネ ラ トン ゴム

ポ リエチ レ ソ

絹 糸

綿 糸

尿種 類別

尿 石 尿
正 常 尿

尿 石 尿
正 常 尿

尿 石 尿
正 常 尿

尿 石 尿
正 常 尿

開 始 時

190

185

60

55

40

35

20

20

尿 石 尿
正 常 尿

20

22

尿 石 尿
正 常 尿

20

21

尿 石 尿
正 常 尿

40

40

1ヵ 月 2カ 月

188

183

190

187

65

58 t
45

39

80
69

56
44

33
28

43

33

21
23

25

31

29
33

68

70

3カ 月 4カ 月 5カ 月

}1訓
⊥

189

184

89

79

66

49

95

82

70

52

195

187

50

41

105

84

75

59

53

44

60

48

32

38

36

39

101
110

120

121

41

40

65

70

136
12L

172

170
287

250

320

280

400

320

かけて切開を加えて膀胱 内腔に核を1～3個 挿入 して

絹糸で創を縫合する方 法である.し か しVermeulen

らの方法 では術後発死す るラッ トが少な くなかった,

ここにおいて私は縫合部に接着剤を使用す る方法 を考

案 して満足すべ き効果を見た.Vermeulenら の方法

と同じ く核 を1～3個 挿入後膀胱切 開創に1本 の絹 糸

をかけ膀胱を縫合してか ら,切開創にCyanoacrylate

系接着剤を極 く少量塗布 し,腹 壁 も絹糸1本 にて縫 合

し,残 る部分に接着剤を塗布 し接着す ることに より発

死例を減少させかつ術操作 を簡略にす ることが出来 て

所期の 目的を達 しえた.

b.膀 胱 内異物結石 の性別 による影響について

実験動物 としては体 重150～2009の ウィスタ・・一系

ラッ ト雌雄各 々20匹 つつを使用 し,自 由飲水 とし,飼

料はCLEACE-2を 与 えた.核 として直径3mmの

亜鉛円板 をVermeulenら の方 法で膀胱 内に挿入後膀

胱縫合部にCyanoacrylate系 接着剤 を塗布 し閉鎖 し

た.40日 後1の 実験 と同様重量を測定 した.結 石成分

の分析を同時に行な った.

c.尿 量お よび感染の異物結石へ の影響

実験動物,飼 料な どはa.と 同様 のものを使用 し,

核としては,直 径3mmの 亜鉛 円板で重量60～80mg

の亀,のお よびこれに シ リコー ソ加工 したものを使用 し

た.上 記2種 の核をb,に 述ぺた方法にて膀胱 内に挿

入し,次 の3群 とした.i)亜 鉛核で 自由飲水 のもの,

ii)シ リコー ソ加工 亜鉛核の核挿入 と同時 に10%葡 萄

糖液を自由に投与 した もの.iii)ii)と 同様であ るが

シ リコーソ加工核 に尿素分解能のあ るProteus菌 を

添加 した もの,各 群20匹 の ラッ トにつ いて実験 し,尿

量測定(採 取方法は前記),結 石重量測定をaと 同様

に行な った.

なお使用したPr。teusは 京大泌尿器科入院中の56

才男子の腎結石症例 よ りえ られ,本 院 中央検査室 にて

分離同定 され尿素分解能を証明されたものであ る.

この24時 間培地上 の コロニーよ り菌 を採取 し,1白

金 耳の菌量を生理的食塩水1m1で 稀釈した中に各種

の核 を浸して使用 した.

実験成績

a .ま ず膀胱内異物挿入術式に関す る経験を略述す

る.上 記 のごとく各群 とも30匹 前後のラ ッ トを使用 し

たが,Vermeulenら の方法 によって実施 したものの

過半数が術後40日 以内に弊死 した、 これはラッ ト膀胱

壁 が菲薄 で縫 合不全を来し易いため と考え られ,実 際

に数本の絹糸 にて縫合を行なっても,膀 胱内に生理的

食塩水 を充満 させ ると漏出をみる事が多か った.従 っ

て縫合不 全を防止す る目的で膀胱切開創に接 着剤塗布

後生理 的食塩水 の注入を行な った ところ,水 の漏 出は

認め られずかつ膀胱の拡張状態 も満 足すべ き状態 であ

つた.Vemeulenら の方法で行なった時は 発死率25

～70%に のぼったものが,こ の様 な処置にて40日 後で

も5%以 下 となった.屠 殺剖検時膀胱部はいずれ も腸

管あ るいは腹壁 と癒着 していたが,接 着状態は完金で

あ り,切 開創は殆んど不 明であ った.ま た膀胱 内には

使用 した絹糸に結石の付着 した ものが多 く,一 部 に小

結石が多数み られた もの もあったが異物核 との接着は

全 く認 められず,従 来の方 法に よるもの と大した変化

はなか った,多 数の核を同時に挿入 した もので も接着

は完全で良好な結果が得 られた,
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次 に核の種類別に結石 の発育状態を観察す る.

シ 夢諏一ソ加工亜鎖核お よび シ 夢認一ソ撫工 ゴム該

の数例 を除 き,全 例に結石 を生 じた,亜 鉛円板核 のも

のは平均85mgと 最 も重 く,次 に ネラ トソガム核 の

乎均 §2mg,シ1]コ ーソ撫ヱ ゴム該の平均25mgほ 弱

らかに一番重量が少な く,殆 んど結石形成がみ られ な

い ものが3儀 【もみ られた(蓑2,図4)シ}]コ ーソ

加工 ゴム核 の中で約50個(径1～3mm球 状)位 の多

発性 小結石を生 じた ものが1例 あ ったが,核 には全 く

結 晶の沈着をみなか った。

表2異 物結石 核 の種類 と結篇重量(mg)

蓑3膀 胱内異物結石 性別の影響(mg)

禦 ・ζ茄呈;
ム

訳
1

2

3

4

5

6

7

欝
1

2

3

4

5

6

7

8

9

玉0

11

亜 鉛
シ 夢コー
ソ加 工 亜

鉛

・・1

・・i

65

75

85

86

89

99

lO5

!35

86

3

2

生1

50

54

59

70

76

76

59

5

39

49

48

57

59

73

8

1

2

5

9

15

9

1(}

雄

24

30

11

圭2

13

14

正5

10◎

50

99

85

53

90

105

11()

60

62

82

86

60

75

50

45

55

雌

60

62

75

40

50

窪s

80

56

86

7()

40

5c

45

30

2

43
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59

生 じ激結石 は球状 白色,蓑 面結 晶状雑で,中 等度 に

硬か った(図5)分 析の結 果燐ma・suグネシウムァン

モソを域分 とす るものぶ多か った.

b.ウ ィスター系 ラッ トでは雌雄聞に尿の水,晶 質

成分に差を認 めない.4◎ 貝後の雌雄溺の亜鉛円板 によ

る異物結石重量は表3,図6に 示す様 に,雄では44mg

～110mgに 分布 し平均75㎜9土5.2mg,雌 では30mg

～80mgで 平均61mg±5.8mgで あ り,重 量に関し

ては雌雄間に有意の差を認めなか った.

しか しなが ら結石の表面 の性状は雌雄別では全 く異

な う,雄 においては表面雑 で糧大,繕 晶状であ ったの

に反 し,雌 では白色平滑であ った のは甚だ興味あ る所

見 と考え られ る(図7)

繕石戒分は雌雄 と鞍 こ燐酸 マグネシウムアソモ ソで

あ った。

c.尿 量増撫 の舞魯で行 った憩%葡 萄糠液投与群 で

は対照群1日 量5～10mlに 対して15～30m1と 約3

倍 の増 加がみ られた.

iシ リ コ ー

繍 ・・)照盤

シ リ 謙 一 ソ 加

工ZR-1-IO%

G玉ucose

、十Proteus

結 贋 彩 成
Rat数

結石
平 均重 量

mg

死 亡 数

尿 量
m1/day

圭6

78.2m鑑

4

5～10m1

15 12

23.6mg

5

15～30m1

30.omg

8

15～30ml

シljXX一 ソ加工亜鉛核葡萄糖液投与群中2側 には全

く結石形成がみ られなか ったが,残 るものは金例に結

石を盗 じた 。 生 移た繕石董量は 亜鉛核で綜平均78.2

mg,シ リコーソ加工亜鉛核は平均47mg(前 述)で あ

るのに対 し10%葡 萄糖液で利尿をつけた ものでは23.6

mgと 利尿をつ げない自浅飲 水の もの と比較 して重量

が明らかに少なか った.ま たProteus感 染群 におけ

る平均逮量綜3倉.G懸9で,こ れ も葬利嚴甕{残に地ぺて

著明に小さい値な示 した、 ただProteus感 染群では

約40%が14日 以内に死亡 した.
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按

核 を使 用 した尿 石 の 発 育実 験 と して はVer-

meuleniii-i18},為 政103}.加 藤 ら51)の 一 連 の研

究 が あげ られ る.亜 鉛 円 板,尿 石 等 を膀 胱 内 に

挿 入 し,種 々条件 下 に て異 物 結 石 を 作 っ た も の

で,そ の成 績 を要 約 す る と1)異 物 核 は そ の種

類 に よっ て特 異 性 のみ られ る事,2)尿 量 を増

加 させ る と異 物 結 石 が 出来 ない 事 お よ び結 石 の

溶解 も可 能 で あ る事,3)尿 のpHに よ る影 響

が大 き く,4)感 染 特 に尿 素分 解菌 の存 在 に よ

り形 成 され や す い,5)性 ホル モ ンの影 響 が み

られ る事 等 で あ る 。 これ らはす べ て特 殊 条 件 下

で あ り,臨 床 酌 に みた 場 合,す で に生 じた 自然

排 出 しな い尿 石 の各 種 条 件 下 に おけ る運 命 を 知

るに は 非常 に有 用 で あ る.こ れ らは 臨 床 的 に尿

石 の 溶解,増 大 の防 止,自 然 排 出 の 可 能 性 に利

用 し得 る点 や 再 発 予 防 の面 で 重 要 な 意 味 が あ

る.私 は これ らの 事 実 に 興 味 を い だ き,核 存 在

下 に おけ る尿 石 の成 因 究 明 のた め2,3の 基 礎

的研究 を行 なっ た.ま ずinvitroに お け る実

験 の結 果 につ き検 討 を 行 な っ て み る と,ラ ッ ト

尿 に よる亜 鉛 円板 核 浸 漬 実 験 で は 尿 石 形 成 が 可

能 で あ り,同 じ核 で も シ リコ ー ン化 して 擾 水 性

を持 たせ た もの で は結 石 が 出来 ず,尿 を 稀 釈 し

た場 合 で は 同一 日数 で は何 れ の核 で も結 石 が 出

来 なか っ た.

人 尿 を使 用 した 同種 の実 験 で は正 常 人 尿,尿

石尿 と もに結 石 形 成 を み た が,尿 石 尿 の場 合 に

は塩 の析 出傾 向が 著 明 で あ り,核 の種 類 に よ り

析 出量 に差 を 認 め た.表 面 積 の 大 きい 綿 糸,絹

糸に お い て結 石 重 量 は 最 も大 き く,尿 石 ,ゴ ム

等 で は 中等 度 で 同 じ程 度 で あっ た.

ラッ ト尿 で は 結 石 形 成 を 示 した 亜 鉛 円板 に人

尿 で は沈 着 が ほ とん どみ られ な か っ た の は 意 外

で あっ た .核 の 種 類 に対 す る沈 着 性 に 対 しては

正常 尿,尿 石尿 間 に 差 を 認 め な か っ た.

亜 鉛 核 が ラッ ト尿,人 尿 の 間 に 示 した 結 石 形

成 にお け る特 異 的 な 相違 に つ い て は,ラ ッ ト尿

に よ る沈 着 塩 の組 成 は燐 酸 マ グ ネシ ウ ム ア ン モ

ンで あ り,人 尿 の それ は主 と して燐 酸 カル シ ウ

ム,一 部 穆 酸 カル シ ウ ム で あ っ て,こ の析 出 塩

の成 分 の 差 お よ び尿 成 分
、の差 に よ る もの で あ ろ
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う.

以上 の 事 か らinvitroで も核 存 在 下 で は塩

の析 出 が お こ る事 が 証 明 され た 。本 実 験 に 使 用

され た 尿 は尿pH,尿 中 カル シ ウム,尿 中 燐 が

正 常 範 囲 内 に あ っ た が こ の尿 石 尿 にお い て塩 の

析 出傾 向 が正 常 尿 よ りも強 か っ た 事 よ り,尿 石

は或 る種 の尿 成分 の 相 違 に よ りお こ る もの が あ

る と推 定 され る が,そ の 原 因 に つ い て は 尚不 明

で あ る.こ れ らの結 果 はMcGeown67)68},Mukai

76)らの クル 病 軟 骨 試 験 に よる と尿 にgood
uri-

ne,evilurineが 存 在 し,後 者 は尿 石尿 に多 く

見 られ る とい う事 実 と一 致 す る.

ラッ トに よ る膀 胱 内 異 物 結 石 実 験 に つ い て

は,先 に 述 べ た 様 にVermeulenら の詳 細 な報

告 が あ るの で 詳 し くは 文 献 にゆ ず る事 に し て簡

単 に述 べ る.核 性 状 の 問 題 に関 し てはVerme-

ulenin}は パ ラ フ ィ ン 等 の水 に ぬれ に くい もの

は核 と し て適 さ な い と述 べ て い るが,私 の実 験

結 果 で もシ リコ ー ン加 工 した 核 では 明 らか に結

石 の重 量 が 少 な く,結 晶 が 沈 着 しに くか った 。

この事 よ り臨 床 的 に 泌 尿 器 科 領 域 で 使 用 され る

留 置 カ テ ー テ ル に しば しば 塩 の 沈 着 が み られ,

頻 回 の交 換 を必 要 とす るが,こ の留 置 カ テ ーテ

ル に シ リコー ン加 工 した もの を使 用 すれ ば,そ

の交 換 の時 期 を延 長 出来 る可 能性 が あ る と考 え

られ る.私 は ネ ラ トン カ テ ー テ ル を シ リコー ソ

加工 して 好 成 績 を えた が,こ れ に つ い て は稿 を

改 め て 述 べ る.

尿 石 の 男 女 別 の頻 度 につ い て み る と稲 田46}47}

らに よれ ば 男 性 に 多 く,男 女 比 は8:1で あ り,

この理 由 に つ い て は未 だ 不 明で あ る と述 べ て い

る,性 と異 物 結 石 との 関係 に つ い てVermeulen

ら115}はHoltzmanRatを 使 用 して膀 胱 内異 物

結 石 を作 り,雄 で は燐 酸 マ グ ネ シ ウ ムア ンモ ン,

雌 で は燐 酸 カ ル シ ウ ム よ りな る結 石 を得 て い る

が,こ れ は 雌 雄 に よ り尿 中Mg,Caの 濃 度 に軽

度 の差 が み られ るた め で あ ろ う とい っ た.ウ ィ

ス タ ー系 ラッ トで は雌 雄 で この 様 な 尿 成 分 に ほ

とん ど差 をみ な い が,私 の結 果 で は 結 石 重 量 に

は 有 意 の差 が み られ な か っ た に もか か わ らず 表

面 の 性 状 に 明 らか な相 違 が み られ た.こ の事 は

雌 雄 に よ るホ ル モ ン の影 響 も全 く除 外 は 出来 な
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いが主 として尿路の解剖学的相異により,雄 に

尿の停滞が強いのが原因であろうと考えたい.

男女間の尿石の頻度の差もホルモソ環境,ス ト

レスの相異などとあわせて尿路の解剖学的相異

が主たる原因と思われる.

尿量 と結石形成のとの関係については尿中難

溶塩が低濃度であれぱ当然塩の析出傾向は減少

する.VermeulenM)ら は10%葡 萄糖液を投与

した場合異物結石は予防され,結 石を挿入 した

結果では溶解 したと述べている.私 の結果では

尿量は約3倍 となり,結 石は大部分に生 じたが

各種核ともに明らかに抑制効果がみられた.こ

の効果は尿素分解菌感染時でも同様であったの

で,臨 床的に尿石症に持続的に尿量を増加させ

ればその発育を抑制する可能性がある事を示す

と考えられる.

最後に異物結石形成法について私の経験を述

べる.Vermeulenlii)は 彼の方法で発死率は5

%位 であるといっているが,私 が彼の方法に準

じて行なってみた所,発 死率が非常に高 く,同

時に核を数個入れた場合や夏期では特に多 く,

時には70%が 発死するという結果であった.そ

の死因を探究 した所,縫 合部よりの尿浸潤によ

る腹膜炎 と推定された.し たがって初めはガー

ゼ ドレーン,ビ ニールチューブ留置を行なった

が効果を認めなかった.教 室の本郷,桐 山鋤は

Cyanoacrylate系 接着剤を家兎膀胱切開創に使

用し良好な結果を得たが,結 石発生のため人間

の尿路には使用出来ないと述べている.私 も同

様の接着剤を使用した結果著効を認め,悪 条件

下でも整死率を5%以 下に減少せしめ得た.接

着剤により結石が生じる事があるが,も ともと

異物挿入実験であるので何 ら差支えないものと

考えられる.腹 膜,筋 膜,皮 膚にも同様に使用

する事により,手 術時間の短縮等良好な結果を

第H編

得た.以 上の経験よりラ哩 トによる膀胱内異物

結石実験には接着剤の使用が便利 と考えられる

ので推奨する次第である.

結 語

尿中に存在する核が尿石に成育する過程を観

察 し,こ れに対 して影響を与えると考えられる

2,3の 条件について検討を加えて次の様な結

果をえた.

1)invitroの 実験ではラッ ト尿,正 常人尿

および尿石尿を使用 した.亜 鉛などの核を浸漬

したところ結石の形成をみたが,シ リコーソ加

工 したものでは結石形成が阻害 され,綿 糸,絹

糸などの表面積の大きな核では促進 された.

尿石尿においては正常人尿 より塩の析出傾向

が一般に顕著であった.

2)ラ ッ ト膀胱内異物結石形成によるinvivo

の実験で も核の種類により特異性がみられ,特

にシ リコーソ加工 したものでは結石が出来に く

かった.

性別では雄動物の方に粗大結晶状の結石形成

がみられ,こ の原因は下部尿路の解剖学的相異

によるものであると推定 した.

また葡萄糖液投与により尿量を増加せしめた

ものでは尿石形成は抑制 され,尿 素分解菌感染

尿においても尿量の増加は尿石形式に阻止的に

働いた.

稿 を終るにあた り,御 指導並びに御校閲をいただい

た恩師稲田教授に深甚の謝意を表 します.ま た 御 援

助,御 鞭達 をいただいた酒徳助教授に感謝 い た し ま

す.

尚本論交 の要 旨は第16回 日本泌尿器科学 会中部連合

地方会,第54回 日本泌尿器科学会総会の宿題報告の一

部 として報告 した.

参考文献は一括 して第皿編に付 した.

(1966年4月25日 受付)
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左側2箇 は亜鉛核で白色微細な結晶がみ

られ る

右上はシ リコーン加工亜鉛核
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結晶沈着をみない
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核を浸漬した もので,尿 石尿群に結晶沈

着が著明である.核 は左 より綿糸,亜 鉛,

膀胱結石,ネ ラ トンゴムで綿糸には著明

に結晶沈着がみ られ る
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ものは全 く結石形成をみない
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